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―認定こども園とは― 

 

・幼保連携型認定こども園は、幼稚園的機能と保育所的機能の両方を合わせて持つ

単一の施設で小学校就学前の子どもの教育・保育・子育て支援を一体的に提供す

る施設です。改正認定こども園法において、学校及び児童福祉施設として法的位

置づけを持つ単一の施設です。 

 

・０～５歳児が同じ場所で過ごすことで、成長の連続性に配慮した教育と養護が実

践できます。 

 

・認定こども園は、在宅の子育て家庭も含めた「子育て支援機能」を持っています。

子育て相談や親子の交流の場への参加などに利用することができます。 

 

 

～早くから経験させたい集団生活～ 

 

同年齢や異年齢の子が近所に居て、小さい頃から大勢の仲間と毎日のように外で

暗くなるまで遊び、その中で社会性や、体力、気力等生きる力を身につけていた頃

とは違い、大人がつきっきりでないと外で遊ぶのさえ危険がいっぱいの世の中です。

だからこそ、こども園など子どもたちの集団生活の必要性が出てきています。 

 集団の中では、友達とぶつかり合ったり、競い合ったり、力をあわせて何かを作

ったり、一緒に遊ぶ事を楽しんだり‥‥という生活が毎日息づいています。 

 その中で自立心や思いやり、協調性などを身につける『育ち合いの場』なのです。 

 

◇教育･保育時間（平日） 

※一時預かり・延長保育は別途費用が発生します。 

※１号認定の一時預かりの利用回数は月 10 日までです。 

保育認定 １号認定 ２号認定 ３号認定 

対象年齢 ３～５歳児（４月１日時点） 
０～２歳児 

（４月１日時点） 

保育 

教育時間 

８時～14 時 保育短時間  ８時～16 時 

保育標準時間 ７時～18 時 

備 考 

７時～８時 

14 時以降 

一時預かり 

保育短時間：７時～８時 

      16 時以降は延長保育 

保育標準時間：18 時以降は延長保育 
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―認定こども園かすが花の子園の紹介― 

 

認定こども園かすが花の子園は、子ども・子育て支援法、その他関係

法令等を遵守し、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づき、子

どもの心身状況等に応じて、特定教育・保育を提供します。また丹波市

教育委員会とも連携を取り合い、指導・協力をいただいております。 

 

◎園概要 

設 置 主 体：社会福祉法人 春日福祉会 （理事長 足立儀明） 

種   別：幼保連携型認定こども園 

施 設 名：認定こども園 かすが花の子園 （園長 安達裕理子） 

設立年月日：平成２７年４月１日 

施設所在地：〒６６９－４１４１ 丹波市春日町黒井４６９ 

電   話：０７９５－７４－１１５９ 

Ｆ Ａ Ｘ：０７９５－７４－２２６３ 

敷 地 面 積：５９９９.４９㎡ 

園 舎 構 造：鉄骨造地上１階、地下１階建 

延べ床面積：１９６７.１９㎡ 

施 設 内 容：乳児室１(0 歳児：つくし組) 

ほふく室２(１歳児:たんぽぽ組・ちゅーりっぷ組) 

保育室８（２歳児:れんげ組・こすもす組/３歳児:ばら組・ゆり組/ 

４歳児:すずらん組・すみれ組/５歳児:ひまわり組・さくら組） 

園児用トイレ６、遊戯室１、ランチルーム１、保健室１、調理室１、 

職員室１、子育て支援室１、会議室１ 

利 用 定 員：１号認定 15 名  ２号認定 90 名  ３号認定 70 名  合計 175 名 

開 園 時 間：午前７：00～午後７：00 

休 園 日：日曜・祝日・年末年始 

連携小学校：丹波市立黒井小学校・丹波市立船城小学校 

特 別 保 育：延長保育促進事業、一時預かり事業(幼稚園型)、特別支援保育事業、 

病児･病後児保育事業(体調不良児対応型) 

子育て支援：一時預かり事業、まちの子育てひろば事業、乳幼児子育て応援事業、 

地域子育て支援拠点事業 
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◎職員構成                            （令和 7 年２月) 

 
〈各職種の勤務体系〉 

※業務やローテーションにより、 

各保育教諭の勤務日及び勤務時 

間帯は異なります。 

※職務の都合上、左記とは異なる 

勤務時間帯となることがありま 

す。 

 

 

◎教育･保育理念： 

「生きる力と絆を育む」 
 

◎教育･保育方針： 

「意図ある環境のもとで、遊びを通して生きる力の基礎を培う」 

・一人一人をしっかりとみつめ、乳幼児の人権及び主体性を大切にした

保育をする。 

・清潔で安全な環境のもと、多くの経験を積み重ね健やかな心身を育む。 

・人を思いやり自然を大切にする心を育て、優しさと思いやりをもって

社会で共生できる人を育てる。 

・保護者支援や地域の子育て支援に積極的に取り組む。 

職  種 職務内容 員数 常勤 非常勤 

園 長 教育・保育の質の確保及び向上を図り、職員

の資質向上に取り組み、一体的な管理運営を

行う。 

1 1  

主幹保育教諭 園長を補佐し円滑な管理運営を行う。 

 

1 1  

主任保育教諭 主幹保育教諭を補佐し園務を整理し、園児の

教育・ 保育を行う。 

2 2  

保育教諭 教育課程及び保育課程に基づき、園児の 

教育・保育を行う。 

29 15 14 

 

看護師 園児の健康観察及び保健衛生指導を行う。 

 

1  １ 

栄養士 献立作成や給食全般の管理、調理業務及び食

育に関する活動を行う。 

1 １  

調理員 献立に基づく調理業務及び食育に関する活 

動等を行う。 

5 ３ ２ 

保育補助員 保育教諭の補助を行う。 

 

4 0 4 

事務員 園の運営管理に必要な入園等の事務処理、経

理処理を行う。 

1 0 1 

職 種 勤務時間(正規職員) 

園  長 8:00～17:00 

保育教諭 7:00～19:00 シフトによる 

栄 養 士 勤務時間（8:00～17:00） 

調 理 員 勤務時間（8:00～17:00） 
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◎教育・保育目標 

・安全、安心な環境のもとで、一人一人の様々な欲求を適切に満たし、

生命の保持及び情緒の安全を図る。 

・基本的な生活習慣や態度を養い、たくましく生きていく力の基礎を育

てる。 

・身近な人との関わりの中で、愛情や信頼感、道徳心の芽生えを養う。 

・自然の中で遊び、豊かな心情や思考力の基礎を培う。 

・感じたことや考えたことを自分なりに表現する力を養う。 

・生活の中で言葉への興味や関心を広げ、豊かな表現力を育てる。 

・食育を通し、健全な心身を育む。 

・小学校との連携を図り、円滑な接続を図る。 

・地域の子育ての拠点としての役目を担う。 

 

◎環境設備と事業 

○給食 

 給食内容は、厚生労働省栄養審議会の「栄養所要量」による栄養給与基準にそっ

て、給食献立を作成しています。 

 献立内容は、穀類・いも類・砂糖類・油脂類・大豆及び豆製品類・魚貝類・鳥獣

肉類・卵類・乳類・緑黄色野菜・その他の野菜類・果物類の１１食品群をバラン

スよく組み合わせています。 

 成長期の幼児にとって、栄養バランス・安全な食材の選択は大変重要なことです。

特に安全な食材の選択は大人の責任だと思います。かすが花の子園では、食べる

ことを通して以下のことを大切にしています。 

 ・伝統的な和食文化に触れたり、旬の食材から季節感を感じたり、食事のマナー

を身につけたりする。 

 ・好きなものをおいしく食べ、苦手なものにも挑戦するなど食べることに関心を

持つ。 

 ・料理を作ってくれる人たちに感謝し、料理に興味や関心を持つ。 

 ・野菜など、自分たちで栽培したり収穫したり経験を通して食への理解を深め、

食べる喜びを持つ。 

 

○教育補助 

・お茶会（4 歳・５歳児） 

お茶の先生より、幼児にもお茶の心を学ばせてあげたいという気持ちから指導し

ていただきます。いつも元気に飛び跳ねている園児も、お茶会では静かに真剣な

面もちでお茶をいただきます。豊かな心を育むひとときです。 
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・ＥＣＣジュニア英語教室（５歳児） 

日本人講師・外国人講師によるＥＣＣジュニア正課英語カリキュラムに基づいた

英語教育です。幼児期には体験しなければならないことがいっぱいあって早期教

育はあまり好ましくありません。しかし言語は生まれながらの体験で覚えるのが

理想的です。ＥＣＣジュニア英語教室で、少しでも早く英語感覚を身につけ英語

を身近に感じられる時間を作っています。 

・ピアニカ教室（５歳児） 

外部講師によるピアニカ教室です。園の音楽会等で学んだことを発表しています。 

・音楽リズム教室（４歳児） 

 外部講師による音楽リズム教室です。踊ったり歌ったりしながら、音楽の楽しさ

を味わいます。 

 

○その他独自事業 

・まちの子育てひろば 

 かすが花の子園では未就園児を対象として「まちの子育てひろば」を開設します。

花の子文庫の開設・公開、保育教諭による子育て相談・園庭開放を毎週実施して

います。誰でも利用することができます。 

・花の子文庫 

かすが花の子園では、花の子文庫を開設して絵本の貸出をしています。所蔵絵本

も一万冊以上になりました。お気に入りの一冊をみつけてください。 

花の子文庫は、こども園に通園していない方でも、誰でも借りることができます。 

  貸出日  毎週土曜日 午前１０時～１２時 

  午前１０時３０分から、読みきかせ会や、紙芝居なども開催しています。ぜひお

越し下さい。 

・ホームページ開設 

インターネット上にホームページを開設しています。ホームページでは園の紹介

以外に、園からのお知らせ・保育教諭が日々のできごとを綴った「花の子にっき」

などのページがあります。 

 園への質問やご意見は、メールをお使いください。 

お答えは、メールで致します。 

ＵＲＬ：https://hananokoen.com/      E-mail：info@hananokoen.com 

 

・園活動写真の販売 

 園での活動写真をユニファ株式会社の「ルクミーフォト」に委託して販売してお

ります。販売方法については販売準備ができ次第お知らせします。 
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◎非常災害対策 

防火管理者 園長 安達裕理子 

消防計画届出年月日 平成 27 年 6 月 25 日 

避難訓練 避難及び消火を想定した訓練を月 1 回以上 

防災設備 

消火器、誘導灯、防火扉、屋内消火栓、自動火災報知機、

ガス漏れ報知機、非常警報装置、非常用電源、防犯カメラ、

その他 カーテン、床等の防炎処理 

警備会社：アムスセキュリティサービス 

避難場所 園庭、職員駐車場 

緊急時の連絡手段 よい子ネット、電話 

 

◎加入賠償責任保険 

在園する園児の不慮の災害等に備えて下記の賠償責任保険に加入しております。 

 ・独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付制度 

※当園利用契約書をもって、独立行政法人スポーツ振興センター災害給付制度

加入に同意して頂いたとします。（詳細内容は本書 32 ページ） 

 ・社会福祉法人全国社会福祉協議会 しせつの損害補償 

 

◎個人情報の取り扱い 

個人情報保護法に基づいて、園児並びに保護者・関係者の皆さまの個人情報の保護

に努めます。当園で取扱う個人情報は、教育・保育活動の範囲に限定し、漏洩など

が無いよう厳重に管理します。ただし、教育の向上発展、子どもたちの意欲、園と

家庭との連携、小学校との連携や円滑な接続を図るため必要最小限の範囲内で提供、

使用することがあります。それ以外の使用の必要性があった場合はその都度同意を

取らせて頂きます。 

※利用契約書の提出をもって、同意とさせて頂きます。 
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◎利用の開始及び終了 

利用者の 

内定 

【１号認定】 

・第 1次締切（対象年度第 1 回目の入所申込期限）までの申込者を最優先とし入所

決定する。 

・入園希望児が利用定員を超える入園申込みがあった場合は、次の①から⑧の順に

より選考を行い、園長が入園者を決定する。①～⑧の順により選考出来ない場合

は抽選とする。 

① 次年度入所の申込期間内の申込である。  

② 入園希望児が入所希望年度の前年度に当園に入園している。 

③ 入園希望児の兄弟姉妹が入所希望年度の前年度より当園に入園している。 

④ 当園との連携小学校区に在住である。 

⑤ 春日町内に在住である。 

⑥ 同居親族に関係なくひとり親である。 

⑦ 保護者(父母)以外で自宅で保育が可能な親族がいない。 

⑧ 保護者(父母)以外で自宅で保育が可能な親族が高齢又は病気である。 

 

【２号・３号認定】 

・市が行う利用調整による。 

利用決定 ・入園承諾書 

退園理由 

・１号・２号・３号認定に該当しなくなったとき（卒園を含む） 

・保護者から退園の申出があったとき 

・利用継続が不可能であると市が認めたとき 

・その他、利用継続の重大な支障又は困難が生じたとき 

 

◎虐待防止の処置 

・子どもの人権の擁護・虐待の防止のため次の措置を講じています。 

①人権擁護、虐待の防止等に関する必要な体制 

②職員による園児に対する虐待等の行為の禁止 

③虐待防止、人権に関する啓発のための職員研修の実施 

④その他虐待防止のために必要な措置 

※教育・保育提供中に、当園の職員又は養育者（保護者等の園児を現に養育する者）

による虐待を受けたと思われる園児を発見した場合は、速やかに、児童虐待の防

止等に関する法律の規定に従い、児童相談所等適切な機関に通告します。 



 

- 7 - 

 

―認定こども園での一日― 

 

認定こども園では支給認定により利用できる時間が異なり、その中での集団生活に

なります。 

 

・教育標準時間（１号認定）：８時～１４時（１４時以降は一時預かり） 

・保育短時間（２号・３号認定）：８時～１６時（１６時以降は延長保育） 

・保育標準時間（２号・３号認定）：７時～１８時まで（１８時以降は延長保育） 

※教育標準時間と保育短時間の朝７時から８時までは一時預かり、延長保育です。 

※一時預かり・延長保育は別途費用が発生します。 

 

 

認定区分 

認定別 

０歳・１歳・２歳児クラス ３歳・４歳・５歳児クラス 

３号認定    ２号認定 １号認定 

7:00～

8:00 

保育標準時間：登園 

保育短時間：延長保育(希望) 
一時預かり 

8:00～

9:00 

登園（バス登園あり） 

9:00～ おやつ 

午前の保育 

 

午前の教育･保育 

11:00～ 保育室にて給食 

12:00～  

絵本・午睡 

保育室・ランチルームにて給食 

13:30～ ３歳児：午睡 

４･５歳児：午後の保育･教育 

ゆったりタイム 

14:00～  降園 

（迎えのみ） 

 

一時預かり 

  

15:00～ 
おやつ 

16:00～ 保育短時間：降園（バス降園あり） 

保育標準時間：降園準備・随時降園（迎えにて） 

18:00～ 延長保育 

19:00 閉 園 
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―費用について― 

 

◇利用者負担額 

・利用者負担額は認定こども園の施設利用料で、市町村の設定に基づきこども園が

徴収します。（３歳以上児クラス１号２号認定園児は無償化対応） 

・毎月月額分を口座自動振替にて徴収します。 

・利用者負担額には認定別に含まれてない費用分があります。別途下記の通り徴収

させて頂きます。 

 

◇給食費（１号認定園児のみ） 

・月額 3,500 円を徴収します。【内訳：主食費 437 円・副食費 3,063 円】 

・毎月月額分を口座自動振替にて徴収します。 

・年間教育日数を月数割にて計算しております、夏休み等の長期休暇の月も振替を

実施します。 

・事前に連絡があり月 3 分の２以上を欠席された場合は給食費を半額にします。 

 

◇給食費（3 歳以上児クラス２号認定園児のみ） 

・月額 5,000 円を徴収します。【内訳：主食費 500 円・副食費(おやつ込)4500 円】 

・１号認定園児とは利用日数、３時のおやつの有無により金額が異なります。 

・毎月月額分を口座自動振替にて徴収します。 

・事前に連絡があり月 3 分の２以上を欠席された場合は給食費を半額にします。 

 

◇一時預かり料（１号認定園児のみ） 

・１号認定園児で園が指定した利用時間を超えた場合の利用料です。 

・１時間毎 ３００円です。 

・利用上限が月 10 回(日)までの利用とさせて頂きます。利用回数が月 10 回(日)を

超える利用はできません。 

・毎月月額利用分を口座自動振替にて徴収します。 

・春休み、夏休み、冬休み等の長期休暇時の一時預かりは、利用時間分を計算の上

徴収します。 

 

◇延長保育料（２号・３号認定のみ） 

・２号３号認定園児で園が指定した利用時間を超えた場合の利用料です。 

・１時間毎 ３００円です。 

・毎月月額利用分を口座自動振替にて徴収します。 

・保育短時間認定園児で降園時に通園バス利用者の延長保育料はかかりません。 
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◇教材用月刊絵本費（３歳児～５歳児クラス） 

・園での個人用教材として、毎月月刊絵本を購入して頂きます。 

・現在月刊絵本については選定中ですが、月 400 円～500 円程度となります。 

・毎月月額分を口座自動振替にて徴収します。 

・教材用月刊絵本は園で教材として使用した後、月末に持ち帰ります。 

 

◇個人持ち保育用品費 

・個人持ち保育･教材用品(おたよりケース・出席ノート・シール・ 

連絡帳・はさみ・クレヨン・マーカーなど)の費用は別途徴収します。 

・保育・教材用品等の個人持ち用品は卒園時に持ち帰ります。 

・費用がその都度発生しますので、徴収は集金袋にて行います。 

 

◇バス費 

・毎月月額分を口座自動振替にて徴収します。 

・バスの管理・維持の為、全園児より以下の費用を徴収致します。 

バス基本費…月額 800 円（兄弟関係２人目以降は半額 400 円） 

全園児より徴収します。（園外保育等でもバスを利用するため） 

※１号認定園児の８月分バス基本費は夏休みのため徴収しません。 

通園利用費（通園時バス利用者認定区分共通）…月額 1,400 円（基本費に加算） 

※月額設定により、月に１度でも通園バスを利用された場合は通園利用費が満額

必要となります。 

※１号認定で通園バス利用園児は降園時にバスの運転はありません。登園時のみ

バス利用となりますので通園利用費は月額 700 円（基本費に加算）となります。 

※片道利用者(月に登園のみ・降園のみ)の通園利用費も月額 700 円となります。 

 

〈バス費一覧〉 

バス利用の内容 計算・内訳・費用 

通園バスを利用しない 
バス基本費：月額 800 円 

(兄弟関係２人目以降半額 400 円) 

通園バスを往復利用 
基本費(800 円)＋通園利用費(1,400 円) 

合計月額 2,200 円 

１号認定で通園バス利用 
基本費(800 円)＋通園利用費(700 円) 

合計月額 1,500 円 

通園バスを片道どちらかのみ利用 
基本費(800 円)＋通園利用費(700 円) 

合計月額 1,500 円 
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◇費用の口座自動振替について 

・中兵庫信用金庫またはＪＡ丹波ひかみ農協のどちらかに口座を作成頂き、同封の

自動振替依頼書をご提出ください。 

・基本的に兄弟姉妹関係園児は費用を合算して同一口座での振替になりますので、

自動振替依頼書は１部の提出になります。 

・過去に当こども園に兄姉で在園児があり、自動振替依頼書が提出済みの方はお申

出下さい。自動振替依頼書を再度提出して頂く必要はございません。 

・口座自動振替にて徴収する費用は当月分を月末締にて各費用を合算し、翌月 10

日を振替日とします。(振替日休業日の場合は翌営業日･再振替は 25 日) 

・ 振替手数料として１口座に月額 10円(中兵庫信用金庫)20円（JA丹波ひかみ農協）

を振替代金に合算して徴収します。 

・毎月５日頃に前月利用分の請求書をお渡ししますので必ずご確認下さい。 

・費用の領収については口座振替先通帳記帳をもってかえさせて頂きます。別途領

収証が必要な場合はお申し出ください。 

 (口座振替例) 

４月分：4/1～4/30 利用分(5/5 頃請求書お渡し)･････5/10 振替･5/25 再振替 

 ５月分：5/1～5/31 利用分(6/5 頃請求書お渡し)･････6/10 振替･6/25 再振替 

 

３月分：3/1～3/31 利用分(4/5 頃請求書お渡し)･････4/10 振替･4/25 再振替 

・請求書の取り扱いについて 

○請求書は整理の都合上園児名宛に発行しております。 

○請求書は封筒に入れた上、お便り袋に入れてお渡しします。 

［徴収費用一覧］ 

費用科目 金  額 

利用者負担額 市町村設定に準ずる 

給食費(１号認定のみ) 月額３,５００円 

給食費（３歳児クラス

以上の２号認定のみ） 
月額５,０００円 

個人持ち保育用品費 その都度に応じて徴収 

延長保育料 

(2･３号認定のみ) 

１時間毎／３００円 

保育短時間:７時～8 時･16 時～/保育標準時間:18 時～ 

一時預かり料 

(１号認定のみ) 

１時間毎／３００円（１号認定:７時～８時･14 時～） 

月 10 回(日)まで利用ができます。 

振替手数料 月額 中兵庫信用金庫１０円・JA 丹波ひかみ農協２０円 

その他 保護者会費等若干 

…
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―園生活について― 

◇服装について 

・登園時には名札のついた制服・カラー帽子を必ず着用して下さい。制服・カラー

帽子については園指定のものを着用して登園して下さい。 

・制服の下に着る服は自由ですが、きれいな色彩やかわいさよりも、着やすいもの

を選んで下さい。また、つりズボン・サスペンダー・オーバーオール・肩ボタン・

背中ボタン・後ろファスナーなどは自分でできないので避けて下さい。 

・フード、スカート、スカッツ、フリル等の引っかかるものがついた服や、スパン

コールやビーズなどの飾りがついた服は安全のため避けて下さい。 

・ピンや飾りのついた髪ゴムは禁止とします。（活動の妨げ、ケガの原因になる可

能性があります。）髪が長い場合はくくってください。くくる時はシンプルな飾

りのないゴムでくくってください。 

・くつはひもではなく、履きやすいくつにして下さい。 

・夏場は制服（長袖制服 →→ 体操服）の切り替えがあります。体操服の注文等は

その都度受付ております。気候、気温に応じて服の調節を行ってください。 

 春・秋・冬：長袖制服(下に着る服は自由)・カラー帽子 

夏   ：体操服・カラー帽子 

 

◇登園・降園について 

・全園児、保護者による送迎か通園バスを利用した通園になります。 

・送迎による通園は集合玄関まで園児を連れてきて下さい。 

・園児一人での通園は絶対にさせないで下さい。 

・朝は８時 50 分までに登園して下さい。（８時 50 分以降に登園される場合は事前

に園へ連絡して下さい。登園確認のため。） 

・両親・祖父母以外の方がお迎えに来られる場合は事前に園へ連絡して下さい。 

・門は常に閉めております。お迎え等で園集中玄関口に来られる際は、門上部にか

かっておりますステンレス製の金具を上げてから門を開けて下さい。飛び出し等

の安全のため、必ず保護者の方が開閉し、門は閉めてロックをかけて下さい。 

・安全対策の観点から、保育時間中の不審者の侵入を防ぐために、最初にあります

門扉の施錠をします。ただし、午前 7 時～9 時・午後 1 時 30 分～午後 2 時 05 分・

午後 3 時 30 分～午後 6 時の間は施錠を解除します。 

 施錠がされている時間に用事がある場合はインターホンでお知らせください。 
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◇欠席 

・欠席される場合は、その理由を 8 時 50 分までに連絡して下さい。 

・伝染病等の流行性の病気にかかったときは、完全に治るまで休んで下さい。 

特に法定伝染病の他に、感染症の場合は医師の指示に従って登園して下さい。 

 

★通園バスについて（有料） 

・通園バスの園出発時刻は、登園時は朝８時、降園時は夕方１６時出発です。 

・短時間認定園児で降園時通園バス利用者の延長保育料はかかりません。 

・通園バスの時間は一年中同じです。運行表を発行します。 

・通園バス利用者で都合により保護者送迎になる場合は、必ずバスが園を出発する

時間までに連絡して下さい。(バス電話番号 090－2282－3041) 

・バスの時間が多少ずれる事もあります。運行表時刻より早めにお待ち下さい。 

・バスの停車時、発車時はとても危険です。必ず園児と手をつないでお待ち下さい。 

＊バス利用の園児につきましては布団はバスで持ち帰ります。 

 

◇送迎時の一時駐車場所 

・自家用車で園児の送迎をされる方は、こども園の駐車場をご利用下さい。 

・送迎時の一時駐車場ですので、長時間の駐車はご遠慮下さい。 

・どんなに短い時間でもこども園前道路に路上駐車はしないようにして下さい。 

・駐車場内は園児が突然飛び出す危険もあります。最徐行で十分ご注意下さい。 

・送迎時駐車中の車を狙った盗難防止のため、短時間でもエンジンを切り、鍵を閉

めるようにして下さい。 

 

◇集金 

・利用料(利用者負担額・延長保育料等)、バス会費(利用料)、月刊絵本費は口座振

替にて集金します。 

・諸費、保護者会費(保護者会にて決定)等の料金は集金袋で集金します。 

・集金袋はおたより袋に入れて下さい。なるべくおつりのいらないようにお願いし

ます。 

 

◇家庭連絡 

・家庭連絡は連絡ノート・おたより・通知文書・よい子ネットで行います。 

・こども園は長時間教育･保育をしていますので保護者の皆さんと話し合う時間が

なかなかとれないこともあります。ノートを活用して家庭での出来事やお子さん

の様子を連絡し合って保育教諭とのコミュニケーションを深めたいと思います。 

・園だより、クラスだより、給食献立表、集金袋などは「おたより袋」で持って帰

りますので、翌日「おたより袋」を通園カバンに入れて下さい。 
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◇園(担任)への電話連絡 

・園への電話連絡(欠席など)の場合は、『○○組の○○です』と 

クラス名と園児名を言ってから用件をお話下さい。 
・教育･保育時間中の保育教諭(担任)への電話は、なるべく電話に出た者への伝言

でお願いします。（内容によって取り次ぎます） 

 

◇緊急連絡 

・園からの緊急連絡はよい子ネット(自動メール送信システム)を通じて保護者の携

帯電話へメールで連絡させて頂きます。 

・必ずよい子ネットを受信できるよう携帯電話を設定して下さい。設定方法は別紙

「よい子ネット登録説明書」をご覧下さい。 

・携帯電話の使用、よい子ネットの設定をされない方は担任へお知らせ下さい。 

 

◇園児が急病の場合 

・園児の健康状態が、登園時と変わった時は、軽微なケースを除いて保護者の方へ

健康状態の変化を連絡します。園児が体調不調を担任に訴えた場合、熱が平熱よ

りも１度以上高くなった場合、園でかすり傷以上の怪我をした場合、熱は出てな

いがぐったりして普段の元気が無い場合などは連絡させて頂きます。状況によっ

てはお迎えに来て頂くことになりますので対応よろしくお願いします。 

・職場へ頻繁に電話されると困る方は、担任へお知らせ下さい。 

・必ず緊急連絡方法を複数（父母等)で担任までお知らせ下さい。 

 

◇嘔吐や下痢により衣服が汚れた場合 

・体調不良による嘔吐や下痢で衣服が汚れた場合、感染症による二次感染及び集団

感染を防ぐため、園医指導により汚れたまま持ち帰るようにしております。 

・持ち帰る際はビニール袋に入れて密閉して持ち帰ります。 

 

◇投薬 

・薬は間違って使用すると生命にかかわることもありますので、慎重な対応が必要

です。従って、園としては対応できません。投薬につきましてはご家庭でお願い

します。ただし、今までけいれんをおこしたことのある方、及びアレルギー体質

の方は必ず園にお知らせください。 

 

◇病気・感染症 

・P18・P19 は園児がよくかかる感染症の一覧です。以下の感染症については「登園

のめやす」を参考に、登園届(本書 P33)の提出をお願いします。なお、こども園

での集団生活に適応できる状態に回復してから登園するようにご配慮ください。 



 

- 14 - 

 

感染症名 感染しやすい期間 登園のめやす 

麻疹（はしか） 
発症 1 日目から発疹出現後 4 日後 

まで 
解熱後 3 日を経過していること 

インフルエンザ 

 

症状がある期間(発症前 24 時間か

ら発症後 3 日程度までが最も感染

力が強い) 

発症した後 5 日経過し、かつ解熱し

た後 3 日経過していること 

新型コロナウイス

感染症 
発症後 5 日間 

発症した後 5 日を経過し、かつ症状

が軽快した後、1 日を経過すること 

風 疹 発疹出現 7 日前から 7 日後くらい 発疹が消失していること 

水痘(水ぼうそう) 
発疹出現 1～2 日前から痂皮(かさ

ぶた)形成まで 

すべての発疹が痂皮(かさぶた)化 

していること 

流行性耳下腺炎 

(おたふくかぜ・ 

  ムンプス) 

発症 3 日前から耳下腺腫脹後 4 日 

 

耳下腺・顎下腺・舌下腺の腫脹が 

発症してから 5 日経過し、かつ全身

状態が良好になっていること 

結 核       （－） 
医師により感染の恐れがないと認

められていること 

咽頭結膜熱 

(プール熱・アデノ) 

発熱、充血の症状が出現した数日

間 

発熱・充血等の主な症状が消失した

後、2 日経過していること 

流行性角結膜炎 
充血、目やに等の症状が出現した 

数日間 

感染力が非常に強いので、結膜炎の

症状が消失していること 

百日咳 
抗菌薬を服用しない場合、咳出現

後 3 週間を経過するまで 

特有の咳が消失していること又は

適正な抗菌性物質製剤による 5 日

間の治療が終了していること 

腸管出血性大腸菌

感染症 

（O157・O26 

  O111 等） 

 

 

 

      （－） 

 

医師により感染のおそれがないと

認められていること（無症状病原体

保有者の場合、トイレでの排泄習慣

が確立している 5 歳児以上の小児

について出席停止の必要はなく、ま

た、5 歳未満の子どもについては、

2 回以上連続で便から菌が検出され

なければ登園可能である） 
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感染症名 感染しやすい期間 登園のめやす 

急性出血性結膜炎       （－） 
医師により感染がないと認められ

ていること 

侵襲性髄膜炎菌 

感染症(髄膜炎菌性

髄膜炎) 

      （－） 
医師により感染のおそれがないと

認められていること 

溶連菌感染症 
適切な抗菌治療薬を開始する前と

開始後 1 日間 

抗菌薬服用後 24～48 時間経過し

ていること 

マイコプラズマ 

 肺炎 

適切な抗菌薬治療を開始する前と

開始後数日間 

発熱や激しい咳が治まっている 

こと 

手足口病 
手足や口腔内に水疱・潰瘍が発生

した数日間 

発熱や口腔内に水疱・潰瘍の影響が

なく、普段の食事が摂れていること 

伝染性紅斑 

 （りんご病） 
発疹出現前の 1 週間 全身状態が良いこと 

・ウイルス性胃腸炎 

（ノロウイルス・ 

 ロタウイルス・ 

アデノウイルス等） 

症状のある間と、症状消失 1 週間

（量は減少していくが数週間ウイ

ルスを排出しているので注意が必

要） 

嘔吐、下痢の症状が治まり、普段の

食事が摂れていること 

・ヘルパンギーナ 

急性期の数日間（便の中に１か月

程度ウイルスを排出しているので

注意が必要） 

発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響が

なく、普段の食事が摂れていること 

・RS ウイルス 

感染症 
呼吸器症状のある間 

呼吸器症状が消失し、全身状態が 

良いこと 

・帯状疱疹 水疱が形成している間 
すべての発疹が痂皮(かさぶた)化 

していること 

・突発性発疹       （－） 
解熱し機嫌が良く全身状態が良い

こと 

※感染しやすい期間を明確に提示できない感染症については（－）としています。 

※保育所等感染症対策ガイドライン（令和 5 年 5 月改訂）に準ずる。 

※令和 6 年 2 月丹波市保育協会として統一する。 
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◇感染症ガイドライン 
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◇除去食（食物アレルギー対応） 

・全園児、別紙のアレルギーアンケートをご記入の上提出して下さい。その後対応

が必要な場合は園より個別対応させて頂きます。 

・代替食､除去食については､家庭とよく話し合い無理のない方法で進めていきます。 

・医師の診断書のない除去は受け付けられません。 

※アレルギーは命に関わる可能性もあります。適切な対応が重要ですので、お手数

をお掛け致しますがご協力をお願いします。 

 

◇休園日について 

・休園日は日曜・祝日・年末年始です。 

・１号認定園児は夏休み・冬休み・春休みがあります。 

・台風、地震、大雪等の災害や新型感染症等による職員が出勤できない場合は休園

日とする場合があります。 

 

◇土曜日の教育･保育時間 

〈１号認定園児〉 ・お休みです。 

〈２号、３号認定園児〉 

・土曜日は 7 時～18 時まで開園します。（短時間認定園児は 8 時～16 時まで） 

・職員配置の関係により、土曜日はできるだけ家庭保育をお願いします。 

・給食は軽食(パン)を準備しております。水筒持参をお願いします。 

・利用希望の方は土曜日・特別希望保育日利用申込書(本書 P32)の提出が別途毎月

必要となります。提出は給食数把握のため利用希望される１週間前の金曜日まで

に提出してください。急な利用についてはご相談下さい。 

 

◇台風・地震等の自然災害時 

・丹波市に気象警報が発令された場合、地震により園舎に損傷があり園児の安全確

保等が困難な場合は臨時休園及び緊急連絡にて早急にお迎えをお願いすること

があります。（よい子ネットからの情報に注意して下さい） 

・警報が発令された場合でも基本的には開園していますが、自主的に自宅待機され

ることおすすめします。 

 

◇緊急時等における対応方法 

・教育・保育の提供中に、園児の健康状態の急変、その他緊急事態が生じたときは、

速やかに園児の家族等に連絡をするとともに、園医又は園児の主治医に相談する

等の措置を講じています。 

・教育・保育の提供により事故が発生した場合は、市及び保護者に連絡するととも

に、必要な措置を講じ、対応や経過の記録を整備しています。 
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・園児に対する教育・保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害

賠償を速やかに行うものとし、そのための損害賠償責任保険に加入しています。 

 

◇非常災害対策 

・非常災害に関する具体的な計画を立て、防火管理者を定め、非常災害時の関係機

関への通報及び連携体制を整備し、それらを定期的に職員に周知するとともに、

毎月 1 回以上避難及び救出その他必要な訓練を実施しています。 

 

◇ホームページ及び広報誌等への園児顔写真の公開 

・こども園のホームページでは毎日保育の様子を写真入りで公開しています。また、

こども園配布の地域向け広報やこども園を取り上げた自治体・新聞社等の広報等

にも園児の顔写真が出る場合があります。顔写真を出したくない方は担任まで必

ずお知らせ下さい。 

 

◇ホームページのセキュリティについて 

・花の子園ホームページ内の｢花の子にっき｣では毎日園児の様子や活動を写真にて 

 紹介しております。閲覧者を限定するために下記の ID とパスワードで管理して

おります。｢花の子にっき｣を閲覧する際は下記 ID とパスワードを入力してくだ

さい。    I D：h a n a n o k o    パスワード：ｍ２０１５ 

 

◇要望・苦情の受付 

・本園に対するご意見、要望、苦情等について苦情処理要項を定めて、利用者に満

足いただけるよう努めています。ご意見・要望苦情は園のステップアップのよい

材料です。園の内容向上のためにもお気軽にお申し出下さい。また苦情処理のた

めの第三者委員も設けています。 

・苦情解決第三者委員： 常石文子  片山公造 

・受付窓口：苦情受付担当者 主幹保育教諭 電 話 ０７９５－７４－１１５９ 

      苦情解決責任者 園長     ＦＡＸ ０７９５－７４－２２６３ 

 

◇かすが花の子園 園医 

・園児健康診断等 

 内科健診年２回、歯科検診年１回、尿検査１回（5 歳児）、園内生活環境等チェッ

ク年２回行います。 

内 科：赤松医院  赤松 義樹  （春日町黒井 479） 

歯 科：合田歯科  合田 興世  （春日町平松 713-１） 

薬剤師：浅原薬局  浅原 加代子 （春日町黒井 486-2） 

独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度への加入について 
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 認定こども園かすが花の子園では在園する児童（園児）の不慮の災害に備えて、独立行政法
人日本スポーツ振興センター（以下、「JSC」といいます。）と災害共済給付契約を結んでいます。 
 JSC の災害共済給付は、園の管理下において児童園児が災害に遭った場合、その治療費や見
舞金の給付を保護者の皆様に対して行う制度で、加入に際しては、あらかじめ保護者の皆様の
同意の下に、児童園児の名簿を提出することになっています。また、災害共済給付の請求手続
きは、インターネットを利用した請求システムに必要な事項を入力することにより行われます
が、個人情報の取扱いには十分留意いたしますので、ご了承ください。 
給付の内容等は、独立行政法人日本スポーツ振興センター法又はこれに基づく政令、省令、

通達等に定められています。令和６年 1 月１日現在その主な内容は以下のとおりです。 
 ※災害共済給付契約について、同意書により初回の同意後、在園中は自動更新となります。 
   
■ 給付の対象となる災害の範囲と給付金額  

なお、園の管理下とは、次の場合をいいます。 
① 園が編成した教育保育課程に基づく保育を受けている場合 
② 学校の教育計画に基づく課外指導を受けている場合 
③ 休憩時間中、その他園長の指示・承認に基づき園にある場合 

 
■ 共済掛金はこども園が全額負担します。 

 
■ 給付に関する注意事項 
①同一の災害の負傷又は疾病についての医療費の支給は、初診から最長 10 年間行われます。 
②災害共済給付を受ける権利は､その給付事由が生じた日から 2年間行わないときは､時効に
よって消滅します。 
③災害共済給付の給付事由と同一の事由について、損害賠償を受けたときは、その価額の限
度において、給付を行わない場合があります。 

④他の法令の規定による給付等（例：条例に基づく乳幼児医療助成）を受けたときは、その
受けた限度において、給付を行いません。 

⑤生活保護法による保護を受けている世帯に属する義務教育諸学校及び保育所等の児童生
徒に係る災害については、医療費の給付は行いません。 

⑥高等学校、高等専門学校及び高等専修学校の生徒又は学生が自己の故意の犯罪行為によ
り、又は故意に、負傷し、疾病にかかり、又は死亡したときは、当該医療費、障害又は死
亡に係る災害共済給付を行いません。ただし、当該生徒又は学生が、いじめ、体罰、その
他の当該生徒又は学生の責めに帰することができない事由により生じた強い心理的な負
担により、故意に負傷し、疾病にかかり、又は死亡したときは、この限りではありません。 

⑦高等学校、高等専門学校及び高等専修学校の生徒又は学生が自己の重大な過失により、負
傷し、疾病にかかり、又は死亡したときは、当該障害又は死亡に係る災害共済給付の一部
を行わない場合があります。 

 

災害の
種類 災  害  の  範  囲 給  付  金  額 

負  
傷 

その原因である事由が園の管理下で生じた
もので、療養に要する費用の額が 5,000 円以
上のもの 

医療費 
・医療保険並の療養に要する費用の
額の 4/10（そのうち 1/10 は、療養
に伴って要する費用として加算さ
れる分）ただし、高額療養費の対象
となる場合は、自己負担額（所得区
分により限度額が異なる。）に療養
に要する費用の額の 1/10を加算し
た額 

・入院時食事療養費の標準負担額があ
る場合は、その額を加算した額 

疾  
病 

その原因である事由が園の管理下で生じた
もので、療養に要する費用の額が 5,000 円以
上のもののうち、文部科学省令で定めるもの 
・園給食等による中毒 
・ガス等による中毒 ・熱中症 ・溺水 
・異物の嚥下又は迷入による疾病 
・漆等による皮膚炎  
・外部衝撃等による疾病・負傷による疾病 

障  
害 

園の管理下の負傷又は上欄の疾病が治った後
に残った障害(その程度により第１級から第
14 級に区分される) 

障害見舞金 4,000 万円～88 万円 
〔通学(園)中の場合 

2,000 万円～44 万円〕 

死  
亡 

園の管理下において発生した事件に起因する
死亡及び上欄の疾病に直接起因する死亡 

死亡見舞金 3,000 万円 
〔通学(園)中の場合 1,500万円〕 

突
然
死 

運動などの行為に起因する突然死 死亡見舞金 3,000 万円 
  〔通学(園)中の場合 1,500 万円〕 

運動などの行為と関連のない突然死 死亡見舞金 1,500 万円 
  〔通学(園)中の場合も同額〕 

＊これは JSC の災害共済給付制度の概要を記載したものです。  ＊年度により多少の変更がございます。 


